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あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

平
成
二
十
七
年
度 

「
行
政
と
の
懇
談
会
」
開
催 

    

本
年
も
役
職
員
一
同
、
地
域
経
済
発

展
の
た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
商

工
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 平

成
二
十
八
年
一
月 

小
須
戸
商
工
会 

会
長 

木
村 

藤
雄 

 

副
会
長  

竹
井 

顕
一
郎 

副
会
長  

山
口 

能
行 

理
事 

高
野 

浩
和 

理
事 

八
木 

達
雄 

春
雄 

理
事 

古
川 

 

満 

理
事 

加
藤 

勝
彦 

理
事 

砂
井 

時
雄 

理
事 

藤
井 

 

昇 

理
事 

小
林 

市
蔵 

理
事 

吉
田 

慎
二 

理
事 

保
科 

唯
雄 

 

去
る
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
三

時
三
十
分
か
ら
小
須
戸
商
工
会
館
に
お
い

て
、
新
潟
市
秋
葉
区
長 

熊
倉 

淳
一
様
、

同
産
業
振
興
課
長
補
佐 

長
谷
川 

宗
久

様
を
お
招
き
し
て
、「
平
成
二
十
七
年
度
行

政
と
の
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

紙
面
の
都
合
上
、
事
前
質
問
・
要
望
事

項
に
対
す
る
回
答
の
、
趣
旨
の
み
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

   →
平
成
二
十
年
に
策
定
し
て
以
降
、
小
須

戸
本
町
と
新
津
駅
前
を
拠
点
商
業
地
と
し

て
定
め
て
、
昨
年
ま
で
事
業
を
実
施
し
、

昨
年
検
討
委
員
会
か
ら
事
業
効
果
を
検
証

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
町
屋
の
小
須
戸
と
い
う
定
着
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
秋
葉
区
が
各
区
に
さ
き
が
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
潟
市
全
体
と
し

て
も
今
後
も
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
二
十
八
年
度
以
降
の
計
画
に
つ
い
て

も
、
秋
葉
区
で
は
今
年
度
中
に
作
成
す
る

予
定
で
あ
る
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
と
共
に
、
策
定
へ
の

ご
協
力
を
頂
き
た
い
。 

   

→
市
の
融
資
制
度
に
係
る
信
用
保
証
料
一
〇

〇
％
補
助
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
保

証
料
に
つ
い
て
三
百
万
円
ま
で
は
全
額
補
助
、

一
千
万
円
以
内
の
も
の
は
五
〇
％
の
補
助
を

実
施
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
の
不
況
対
策
と
し
て
一
〇
〇
％
の
補

助
を
行
っ
て
い
た
が
、
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
全
体
的
な
一
〇
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
は

考
え
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
十
二
月
（
平
成

二
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
）
か
ら
経
営
支
援
特
別

融
資
と
中
小
企
業
資
金
繰
り
円
滑
化
借
換
融

資
、
小
規
模
企
業
振
興
資
金
の
三
制
度
に
つ

い
て
は
七
十
五
％
ま
で
引
き
上
げ
を
予
定
し

て
い
る
。 

 

  →
矢
代
田
駅
の
列
車
増
発
の
要
望
の
件
で

す
が
、
新
潟
県
の
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
と

い
う
新
潟
県
内
の
市
町
村
、
新
潟
県
商
工
会

連
合
会
も
入
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
協

議
会
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
潟
支
社

に
対
し
毎
年
要
望
し
て
い
る
。
現
状
と
し
て
、

新
津
駅
を
過
ぎ
る
と
信
越
線
は
本
数
が
半

分
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
参
り
た
い
。 

 
  

→
鎌
倉
横
川
１
号
線
ま
で
は
来
年
の
３
月
に

供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
先

の
田
上
方
面
の
一
区
間
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
の
方
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、契
約
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

基
本
的
に
は
合
意
を
頂
い
た
。
平
成
三
十
年

度
代
に
は
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
明
確
な
時
期
は
遺
跡
調
査
の

結
果
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  →
白
根
安
田
線
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
新
保
店

前
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
信
号
を
４
つ

設
置
中
で
あ
る
。
横
断
歩
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
警
察
の
関
係
上
、
年
内
に
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
３
月
の
年
度
内
ま
で
に
は

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

 

→
雨
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
旧
公
民

館
取
り
壊
し
後
、
一
時
貯
留
で
き
る
場
所
を

作
り
た
い
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

相
当
な
金
額
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
教
育

委
員
会
の
予
算
に
お
け
る
協
議
は
難
航
し
て

1月 

の花 
 

すいせん 

 

商
工
こ
す
ど 

か
わ
ら
版 

第187号 

小須戸 

商工会 

 

◎
「
拠
点
商
業
地
活
性
化
推
進
事
業
」
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

取
組
み
に
つ
い
て 

 

◎
信
越
本
線 

新
潟
駅↔

新
津
駅
区
間
の 

延
長
に
つ
い
て 

 

◎
国
道
四
〇
三
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事
の 

 
 
 

現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て 

 

◎
横
断
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て 

◎
雨
水
対
策
整
備
の
現
状
に
つ
い
て 

理
事 

鈴
木 

一
雄 

理
事 

木
村 

一
夫 

理
事 

川
瀬 

雅
司 

理
事  

吉
田 

松
夫 

理
事 

高
井 

 

学 

理
事  

星
田 

浩
意 

理
事 

市
川 

一
以 

理
事 

原 
 

武
幸 

理
事 

高
橋 

綾
子 

監
事 

田
中 

正
英 

監
事  

小
見 

健
雄 

職 

員 

一 

同 

◎
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
資
金
調
達
の 

 

円
滑
化
に
向
け
た
金
融
支
援
に
つ
い
て 
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
開
催
に
つ
い
て 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
事
業
紹
介
に
つ
い
て 

長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た 

 
 

 
 

 
 

 

取
組
の
推
進
に
つ
い
て 

新
潟
県
の 

 

産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て 

い
る
。
た
だ
、
目
途
が
立
た
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
現
在
の
駐
車
場
を
掘
っ
て
調
整
池
を

作
り
、
そ
の
上
に
蓋
を
し
て
再
度
駐
車
場
と

し
て
利
用
す
る
方
法
を
協
議
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
場
合
は
公
民
館
の
取
り
壊
し

は
後
回
し
に
な
る
ほ
か
、
工
事
中
は
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
減
る
た
め
、
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
る
が
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

  

→
園
児
や
児
童
向
け
遊
具
の
充
実
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
遊
具
の
老
朽
化
が
著
し
く
危
険

な
も
の
は
使
用
禁
止
と
し
、
更
新
を
優
先
し

て
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
安
心

安
全
な
遊
具
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
引
き

続
き
現
在
あ
る
遊
具
の
点
検
整
備
に
重
点
を

お
い
て
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
も
好
評
を
得
て

い
る
の
で
、
安
全
を
重
視
し
な
が
ら
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
、回
答
の
要
旨
で
す
。 

 

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
導
入
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
雇
用
関
係
法
令
の
考
え
方
に

も
触
れ
つ
つ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
応
を
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
で
確
か
め
、
労
務
管
理

の
実
務
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
対
応
を
弁

護
士
が
効
率
的
に
解
説
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
に
は
、
個
別
相
談
会
（
要
事
前
予
約
）

も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

 

平
成
二
十
八
年
二
月
八
日
（
月
） 

 
 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
セ
ミ
ナ
ー
） 

 
 

午
後
四
時
～
午
後
五
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
個
別
相
談
会
） 

【
会
場
】 

 

新
潟
県
商
工
会
館 

七
階
会
議
室 

【
内
容
】 

 
＊
も
う
一
度
確
認
し
よ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

 

＊
経
営
者
が
対
応
す
べ
き
事
項 

 

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
上
の
注
意
点 

 

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
懸
念
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法 

【
講
師
】 

 

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
法
律
事
務
所 

 
 
 

弁
護
士 

中
村 

 

崇 
氏 

 
 
 

弁
護
士 

小
林 

斉
史 

氏 

【
受
講
料
】 

無
料 

【
定
員
】
セ
ミ
ナ
ー 

 

七
十
名
（
先
着
順
） 

 
 
 
 

個
別
相
談
会 

六
社（
事
前
予
約
） 

【
お
申
込
み
】 

 

同
封
し
た
チ
ラ
シ
で
新
潟
県
商
工
会
連
合

会
ま
た
は
商
工
会
へ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
五
‐
二
八
五
‐
一
二
五
二
） 

 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
公
益
財
団
法
人
に
い
が
た
産

業
創
造
機
構
）
で
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
経
営
支
援
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す

る
た
め
、
既
存
の
支
援
機
関
の
連
携
強
化
と

よ
り
充
実
し
た
機
動
的
な
経
営
相
談
な
ど
の

機
能
を
備
え
た
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。 

◇
事
業
内
容
の
詳
細
に
関
し
て
は
。
今
回

同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
の
上
、
商
工
会

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
潟
県
で
は
平
成
十
九
年
に
政
労
使
が
連

盟
で
「
新
潟
県
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推
進
共
同
宣
言
」
を
表
明
し
て
か
ら
八
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
新
潟
県
の
年
間
総
労

働
時
間
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
状
況
に
あ

り
、
年
次
有
給
休
暇
取
得
率
は
全
国
平
均
よ

り
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
は
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
、

充
実
し
た
生
活
を
家
族
と
と
も
に
送
る
と
い

う
「
時
間
的
ゆ
と
り
」
の
確
保
の
ほ
か
、
企

業
に
と
っ
て
も
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
定
着

や
生
産
性
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。 

 

事
業
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
長

時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と

し
て
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
な
ど
を
設
定
す
る

こ
と
は
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
日
か
ら
「
新
潟

県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、
時
間
額
七

百
三
十
一
円
に
て
発
効
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
左
記
の
と

お
り
改
正
・
発
効
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

  

                

「
税
に
関
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

◎
親
水
緑
地
公
園
の
整
備
に
つ
い
て 

 

産業別最低賃金 時間額 効力発生日 

電子部品・デバイス・電子

回路、電気機械器具、情報

通信機械器具製造業 

８３８円 
平成27年 

  12月 20日 

各種商品小売業 ７８９円 
平成27年 

 12月 17日 

自動車(新車)、自動車部分

品・附属品小売業 
８４３円 

平成27年 

 12月 20日 
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新
津
税
務
署
「
平
成
二
十
七
年
度
納
税
表
彰
式
」 

 

 
 

小
須
戸
中
学
生
が
税
に
関
す
る
「
作
文
」・「
標
語
」
で
各
賞
を
受
賞 

中
学
生
か
ら
募
っ
た
作
文
・
標
語
の

中
か
ら
、
優
秀
な
入
選
作
品
に
対
し

て
表
彰
す
る
「
平
成
二
十
七
年
度
納

税
表
彰
式
」
が
十
一
月
十
三
日
（
金
）
、

秋
葉
区
役
所
に
お
い
て
新
津
税
務
署

並
び
に
新
津
税
務
署
管
内
税
務
協
力

団
体
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 こ

れ
は
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

七
日
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
伴

い
募
集
さ
れ
た
も
の
で
、
次
代
を
担

う
中
学
生
に
税
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
新
津
税
務
署
管

内
の
中
学
校
（
十
四
校
）
か
ら
、
作

文
は
十
校
・
四
九
三
編
、
標
語
は
十

二
校
・
二
七
八
三
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
よ
り
小
須
戸
中
学
校
か
ら
は
、

次
の
四
名
の
生
徒
さ
ん
が
各
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

      

 

 

 

一
列
目 

   

左
か
ら
三
番
目 

田
沢 

紫
帆
さ
ん 

 
 

右
か
ら
四
番
目 

川
瀬 

太
一
さ
ん 

 

◎
中
学
生
の
《
税
に
つ
い
て
の
作
文
》 

関
東
信
越
国
税
局
管
内 

 
 
 
 

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞 

「
一
人
は
皆
の
た
め
に
、 

 
 

 
 

皆
は
一
人
の
た
め
に
」 

小
須
戸
中
学
校
三
年  

 
 

 
 

 
 

 

田
沢 

紫
帆 

さ
ん 

私
た
ち
国
民
は
、
何
か
を
買
っ
た
と
き

に
一
緒
に
払
う
消
費
税
、
た
ば
こ
税
、
所

得
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
法
人
税
、
印

紙
税
、
地
方
税
、
住
民
税
な
ど
税
の
種
類

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
税
を
き
ら
い
と
言
う
人
も
い

る
。
私
は
今
年
、
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
、

け
っ
こ
う
税
金
を
取
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

だ
け
ど
税
金
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て

い
く
な
か
で
と
て
も
役
に
た
っ
て
い
ま
す
。

例
を
あ
げ
る
と
、
福
祉
で
は
「
年
金
」「
健

康
保
険
」「
生
活
保
護
」
な
ど
、
公
共
工
事

「
道
路
」
や
「
ダ
ム
」
水
害
対
策
の
「
堤

防
」
よ
く
利
用
す
る
「
高
速
道
路
」、
そ
し

て
学
校
の
教
室
や
プ
ー
ル
、
義
務
教
育
の

教
科
書
、
国
家
公
務
員
の
給
料
な
ど
国
民

の
生
活
の
為
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

国
を
作
り
、
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
知
る
と
、
私
た
ち
が
払
う

税
金
な
ど
は
、
良
い
使
い
道
を
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。 

今
か
ら
、
四
年
前
の
三
月
十
一
日
に
、

東
日
本
大
震
災
が
起
き
ま
し
た
。
多
く
の

人
々
が
苦
し
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
親

戚
は
福
島
に
も
い
て
、
次
の
日
か
ら
私
の

家
に
来
て
、
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
震
災
が
ど
れ
ほ
ど
、
甚
大
な
被
害
で
、

み
ん
な
の
心
に
傷
を
つ
け
た
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
震
災
か
ら
少
し
た
っ
て

か
ら
、
復
興
特
別
税
と
い
う
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
す
る
た
め
に
、
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
使
う
日
本
の
税

金
の
こ
と
、
と
聞
き
ま
し
た
。
被
災
者
の

方
た
ち
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を
、
い
ち
早

く
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
税
金
が

あ
る
か
ら
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
国
民
が
消
費
税
を
払
っ
た

り
、
た
ば
こ
税
な
ど
を
、
し
っ
か
り
払
っ

て
い
る
か
ら
、
今
私
た
ち
が
元
気
に
明
る

く
、
毎
日
が
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る
わ
け

で
す
。 

で
も
も
し
、
税
が
な
か
っ
た
り
し
た
ら

私
た
ち
の
生
活
は
も
っ
と
苦
し
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
く
わ
え
今
の
日
本
は
、
少
子

高
齢
で
、
お
年
寄
り
に
、「
年
金
」
を
払
わ

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
が
年
金
生
活
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
私
た
ち
、
小
中
学

生
が
使
う
教
科
書
な
ど
も
全
て
、
親
が
お
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新
津
税
務
署
か
ら 

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

小
須
戸
商
工
会
長
賞 

「
総
合
体
育
館
と
税
金
」 

小
須
戸
中
学
校  

三
年 

川
瀬

か

わ

せ 

太
一

た

い

ち

さ
ん 

小
須
戸
商
工
会
長
賞 

「
支
え
ま
す 

 

 
 

み
ん
な
の
く
ら
し 

税
金
で
」 

小
須
戸
中
学
校  

三
年 

笠
原

か
さ
は
ら 

愛
莉

あ

い

り

さ
ん 

新
津
税
務
署
管
内 

 
 

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞 

「
広
げ
よ
う 

 

 
 
 
 

税
の
知
識
と 

大
切
さ
」 

小
須
戸
中
学
校  

三
年 

李 り
ー 

紀 き

希 き

さ
ん 

降
積
雪
期
に
お
け
る 

 

労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て 

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
社
員
転
換
・ 

 
 

待
遇
改
善
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て 

 

労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て 

金
を
出
し
て
買
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

税
金
が
な
い
と
考
え
る
と
、
思
っ
て
い

る
以
上
に
私
た
ち
の
生
活
は
苦
し
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
大
人
の
人
た
ち
は
「
税

金
を
払
う
の
は
い
や
だ
！
」
と
言
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
。
消
費
税
が

五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

上
が
り
、
今
度
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な

る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ

て
い
く
税
金
、
だ
け
ど
そ
の
税
金
は
、
絶

対
私
た
ち
の
も
と
へ
恩
返
し
に
や
っ
て
く

る
。 私

た
ち
、
国
民
が
は
ら
う
税
の
使
い
道

は
、
決
し
て
悪
い
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
る
一
人
の
方
が
生
活
で
苦
し
ん
で
い

た
り
、
そ
の
人
を
救
う
の
が
私
た
ち
の
税

金
で
す
。 

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
。
誰
も
が
で
き
る
、
す
ば

ら
し
い
手
助
け
。 

紙
面
の
都
合
上
、
作
文
は
関
東
信
越
国

税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
の

み
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

 

◎
中
学
生
の
《
税
に
関
す
る
標
語
》 

 

新
津
税
務
署
で
は
、
左
記
内
容
に
て
、
申

告
に
関
す
る
相
談
会
場
を
設
置
し
ま
す
。 

【
場
所
】
秋
葉
区
役
所 

六
階
会
議
室 

【
期
間
】 

二
月
十
五
日(

月)

～
三
月
十
五
日(

火) 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
四
時(

土
日
除
く) 

※
設
置
期
間
中
は
、新
津
税
務
署
庁
舎
で
は
、

申
告
相
談
は
、
行
わ
れ
ま
せ
ん
。 

 

土
日
を
除
く
、
二
月
十
五
日(

月)

～
二
月

十
八
日(

木)

の
期
間
は
、
関
東
信
越
税
理
士

会
秋
葉
支
部
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
が
併
設

さ
れ
ま
す
。 

【
平
成
二
十
七
年
分
の
確
定
申
告
期
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

納
期
限)

】 

所
得
税
：
二
月
十
六
日(

火)

～
三
月
十
五
日(

火) 

 
 
 
(

振
替
納
税
は
、
四
月
二
十
日(

水) 

贈
与
税
：
二
月
一
日(

月)

～
三
月
十
五
日(

火) 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
： 

二
月
十
六
日(

火)

～
三
月
三
十
一
日(

木) 

(

振
替
納
税
は
、四
月
二
十
五
日(

月) 

☆
振
替
納
税(

口
座
引
落
し)

を
選
択
さ
れ
ま

す
と
、
振
替
期
日
の
引
落
し
を
も
っ
て
、
期

限
内
納
税
と
な
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
署
へ
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

新
潟
労
働
局
よ
り
、
標
記
の
件
に
つ
き
ま

し
て
、
周
知
並
び
に
推
進
へ
の
ご
協
力
の
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】 

①
安
定
し
た
雇
用
を
実
現
す
る
た
め
に
「
労

働
契
約
に
期
間
の
定
め
が
な
い
」「
所
定
労

働
時
間
が
フ
ル
タ
イ
ム
」
及
び
「
直
接
雇

用
」
と
い
う
要
素
を
満
た
す
「
正
社
員
」

へ
の
転
換
の
推
進 

②
非
正
規
雇
用
で
働
く
方
々
の
希
望
等
を
踏

ま
え
た
、
勤
務
地
限
定
、
職
務
限
定
、
勤

務
時
間
限
定
な
ど
の
「
多
様
な
正
社
員
」

へ
の
転
換
の
推
進 

③
自
ら
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
の

観
点
か
ら
非
正
規
雇
用
で
働
く
こ
と
を
選

択
す
る
方
に
つ
い
て
も
、
希
望
や
意
欲
・

能
力
に
応
じ
て
賃
金
、
教
育
訓
練
、
福
利

厚
生
等
の
面
で
待
遇
の
改
善
の
推
進 

④
関
係
労
働
法
令
に
つ
い
て 

 

＊
改
正
労
働
者
派
遣
法
、
若
年
雇
用
促
進

法
、
女
性
活
躍
推
進
法 

 

＊
労
働
契
約
法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
及
び

特
例 

 

＊
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
基
づ
く
均

等
・
均
衡
待
遇
の
確
保
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
に
基
づ
く
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
・
妊
婦
出
産
等
に
よ
る
不

利
益
取
り
扱
い
の
防
止
等 

【
問
い
合
わ
せ
】 

 

ご
不
明
な
点
は
、
新
潟
労
働
局
（
〇
二
五

‐
二
八
八
‐
三
五
〇
一
）
ま
た
は
商
工
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

新
潟
で
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降
積
雪

期
に
入
り
ま
す
。
昨
冬
は
十
二
月
か
ら
二
月

に
か
け
て
の
集
中
降
雪
に
よ
り
、
凍
結
路
面

に
お
け
る
転
倒
災
害
、
屋
根
除
雪
中
の
災
害

が
多
発
し
ま
し
た
。
労
働
者
一
人
一
人
に
対

す
る
安
全
意
識
の
啓
発
や
安
全
衛
生
教
育
を

行
い
、降
積
雪
期
に
お
け
る
屋
外
の
作
業
は
、

十
分
に
注
意
し
て
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 


